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2013年度「大学院生海外学会発表支援制度」選考結果のお知らせ 

 

日本社会心理学会渉外担当常任理事 

今井芳昭 

 

2013年度「大学院生海外学会発表支援制度」支援対象について、渉外担当常任理事・今井芳昭

（慶應義塾大学）を委員長とし、山口裕幸（理事、九州大学）、川浦康至（東京経済大学）、 

田中知恵（明治学院大学）を委員とする4名で選考委員会を構成し、慎重に審議いたしました。 

その結果、応募件数12件の中から、下記の4名を支援対象として推薦することにいたしました。 

その審査結果につきまして、常任理事会、理事会の承認を得ましたので、ご報告申し上げます。 

なお、支援金額は、前年度に従い、「航空運賃の半額＋学会開催日数×5000円」といたします。 

 

 

＜支援対象者、発表題目、発表学会＞ 

 

ジョン・ギュヒさん（東京大学大学院人文社会系研究科 D1） 

  Perceiving shadenfreude and empathic concern plays a role in judging interpersonal 

dominance and affiliation 

The 15th Annual Meeting of Society for Personality and Social Psychology  

(Austin, Texas, USA) 

 

高田
た か だ

琢
たく

弘
ひろ

さん（筑波大学大学院人間総合科学研究科 D1） 

  Effects of cognitive load on reckless gambling behavior 

15th International Conference on Gambling and Risk-Taking 

 (Las Vegas, Nevada, USA) 

 

田中大貴
ひ ろ き

さん（神戸大学大学院人文学研究科 M2） 

 Shame-prone people are more likely to punish themselves 

25th Annual Human Behavior and Evolution Society Conference 

  (Miami, Florida, USA) 

 

荻原祐二さん（京都大学大学院教育学研究科 D1） 

   Is individualism perceived to be egoism in Japan? : Cultural differences in the image of 

individualism 

  The 15th Annual Meeting of Society for Personality and Social Psychology 

 (Austin, Texas, USA) 

以 上 


